
高
等
学
校

国
語
（
古
典
）

漢
文
の
学
習

（
標
準
編
～
応
用
編
②
）

は
じ
め
に

本
教
材
は
、
古
典
に
お
け
る
漢
文
の
学
習
に
関
す

る
も
の
で
す
。
別
途
掲
載
し
て
い
る
「
漢
文
の
学
習

（
標
準
編
～
応
用
編
①
）
」
の
改
編
版
で
す
。

前
回
同
様
に
、
高
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
習
熟
度
に
応
じ
て
、
ま
た
、
必
要
な
部

分
の
み
で
も
活
用
で
き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
の
表
に
基
づ
い
た
問
題
構
成
と
な
っ
て

お
り
、
漢
文
訓
読
の
基
本
的
事
項
の
確
認
か
ら
、
内

容
読
解
、
ま
た
、
比
較
・
分
析
に
よ
る
思
考
力
を
高

め
て
表
現
力
を
磨
く
学
び
が
で
き
ま
す
。

高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） はじめに

古典★

後
の
二
つ
の
文
章
を
読
み
、
各
問
い
に
答

え
な
さ
い
。

※

設
問
の
都
合
上
、
一
部
訓
点
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



古 典

高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） 問題構成表
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高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） 文章Ⅰ

Ａ－２

Ｂ－２
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高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） 文章Ⅰ

Ａ－３



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） 文章Ⅱ
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高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ａ－１

問

傍
線
Ａｰ

１
の
語
句
「
旦
夕
」
の
本
文
中
で
の

意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア

明
日

イ

朝
日
と
夕
日

ウ

元
日
の
夕
方
に

エ

朝
か
ら
夕
方
ま
で

オ

朝
か
夕
方
か

カ

今
日
か
ら
明
日
ま
で

Ａー１



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ａ－２

問

傍
線
Ａｰ
２
「
今
而
廃
之
、
是
不
免
於
廝
役
、

而
無
以
離
於
禍
患
也
。
」
の
書
き
下
し
文
と
し

て
正
し
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア

今
廃
し
て
之
く
、
是
で
廝
役
を
免
ず
る
に
、

離
れ
を
以
て
禍
患
無
き
や
。

イ

今
に
し
て
之
を
廃
す
れ
ど
、
是
れ
廝
役
を
免

れ
ず
し
て
、
禍
患
よ
り
離
る
る
を
以
て
無
き

な
り
。

ウ

今
に
し
て
之
を
廃
す
る
は
、
是
れ
廝
役
を
免

れ
ず
し
て
、
以
て
禍
患
よ
り
離
る
る
無
き
な

り
。

エ

今
廃
し
て
之
く
、
是
れ
廝
役
を
免
れ
ず
し
て
、

無
を
以
て
禍
患
よ
り
離
る
る
な
り
。

オ

今
に
し
て
之
を
廃
す
る
は
、
是
で
廝
役
を
免

ず
る
に
、
以
て
禍
患
よ
り
離
る
る
無
き
な
り
。

カ

今
に
し
て
之
を
廃
す
れ
ど
、
是
れ
廝
役
を
免

れ
ず
し
て
、
以
て
禍
患
よ
り
離
る
る
無
き
な

り
。

〔
語
注
〕

廝
役
＝
召
使
い

禍
患
＝
災
難

Ａー２



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ａ－３

問

傍
線
Ａｰ

３
に
含
ま
れ
る
句
法
と
同
じ
句
法
用

い
ら
れ
て
い
る
選
択
肢
を
Ａ
群
か
ら
選
び
、
そ

の
句
法
名
を
Ｂ
群
か
ら
選
び
な
さ
い
。
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高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｂ－１

問

文
章

「
孟
母
三
遷
」
に
お
い
て
、
孟
母
が

引
っ
越
し
を
し
た
目
的
に
つ
い
て
、
三
十
字

以
内
で
書
き
な
さ
い
。

Ｂー１

Ⅱ



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｂ－２

問

文
章

「
孟
母
断
機
」
の
傍
線
部
Ｂｰ

２
「
学

何
所
至
矣
」
と
い
う
孟
母
の
言
葉
の
意
図
に
つ

い
て
、
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

Ｂー２

Ⅰ



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｂ－３

問

文
章

「
孟
母
三
遷
」
に
お
い
て
、
孟
母
が

引
っ
越
し
を
繰
り
返
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
二
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

Ｂー３

Ⅱ



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｃ－１

問

孟
母
の
行
動
力
に
つ
い
て
あ
な
た
が
考
え
る
こ

と
を
、
理
由
を
含
め
て
二
百
字
以
内
で
書
き
な

さ
い
。

Ｃー１



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｃ－２

問

人
生
に
お
け
る
選
択
に
お
い
て
、
あ
な
た
が
大

切
だ
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
四
百
字
以
内
で

書
き
な
さ
い
。

Ｃー２



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｃ－３

問

人
が
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
機
会
の
観
点

か
ら
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。

六
百
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

Ｃー３

続
く



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） Ｃ－２

Ｃー３



高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） 解答例

Ａー１

解
答
例

エ

Ａー２

ウ

Ａー３

Ａ

エ

Ｂ

オ

Ｂー１

我
が
子
に
よ
り
よ
い
教
育
を
施
す
の
に
適
し
た
環
境

を
整
え
る
た
め
。

Ｂー２

ま
ず
孟
母
は
、
我
が
子
の
孟
子
が
学
問
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
い
る
の
か
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
孟
子
に
、
学
問
の
意
味
や
学
問
を
継

続
す
る
こ
と
の
価
値
を
考
え
さ
せ
、
そ
の
重
要
性
に

気
づ
か
せ
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

Ｂー３

孟
母
が
引
っ
越
し
を
繰
り
返
し
た
の
は
、
我
が
子
の

教
育
環
境
を
考
え
た
か
ら
だ
。
孟
子
が
幼
い
と
き
に

住
ん
で
い
た
墓
地
の
近
く
で
は
、
遊
び
が
葬
式
ご
っ

こ
に
な
り
、
教
育
上
よ
く
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
れ

で
市
場
の
近
く
に
引
っ
越
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
孟
子

は
商
売
人
が
儲
け
る
た
め
に
口
か
ら
出
ま
か
せ
を
言

う
姿
を
真
似
し
て
遊
び
始
め
た
。
そ
れ
で
孟
母
は
再

び
学
校
の
近
く
に
引
っ
越
し
た
。
す
る
と
、
孟
子
は

祭
礼
や
礼
儀
作
法
を
真
似
た
遊
び
始
め
、
孟
母
は
こ

こ
な
ら
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
と
安
心
し
た
。

※

書
き
下
し
文
や
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、

「
漢
文
の
学
習
（
標
準
編
～
応
用
編
①
）
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃー１

Ｃー２

Ｃー３

（
略
）



お
わ
り
に

以
上
で
、
漢
文
の
学
習
（
標
準
編
～
応

用
編
②
）
を
終
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
や
学
習
到
達

度
に
合
わ
せ
て
、
漢
文
訓
読
の
基
本
的
事

項
の
確
認
、
内
容
読
解
、
思
考
力
を
高
め
、

表
現
力
を
磨
く
比
較
・
分
析
と
い
っ
た
学

び
に
な
っ
た
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
記
述
問
題
に
つ
い
て
は
、
友
人

と
解
答
を
交
換
し
て
、
意
見
交
換
、
相
互

添
削
す
る
こ
と
が
対
話
力
向
上
を
図
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
、
望
ま
し
い
で
す
。

混
沌
と
し
て
い
る
時
代
に
こ
そ
、
多
く

の
書
を
読
み
、
自
ら
考
え
る
こ
と
を
鍛
え
、

適
切
な
判
断
が
で
き
る
力
を
磨
く
の
に
適

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
古
典
を
紐
解
く
こ
と
に
価
値
が

あ
り
ま
す
。
不
透
明
で
予
測
不
可
能
な
時

代
に
、
希
望
の
光
を
自
ら
見
出
す
力
を
育

ん
で
く
だ
さ
い
。

高
等
学
校

国
語
（
古
典
）

漢
文
の
学
習

（
標
準
編
～
応
用
編
②
）

高等学校 国語（古典） 漢文の学習（標準編～応用編） おわりに


